
【LIXIL エコカラット】起用作家・作品紹介

「夏の魔物」

小林覚（Satoru Kobayashi）氏／るんびにい美術館（岩手県）

よく見ると、いろいろな数字がつなげて描かれているのがわかる。小林は養護学校中等部の在学中に、日記も

作文もす べての文字を独特の形にアレンジして書くようになった。 初め学校の先生も何とか直せないかと苦心
したが、やがてこれ を魅力的な造形表現ととらえることに切り替える。 これを転機に、彼の表現は多くの人に喜
びを与えるアートとして羽ばた き始めた。彼の好きな音楽家はビリー・ジョエル、クイーン、井上陽水、スピッツ、
THE BOOM。そして散歩が大好き。

「（無題）（丸）」

佐々木早苗（Sanae Sasaki）氏／るんびにい美術館（岩手県）

絵画のみならず織り物、切り紙、刺繍など、いずれも緻密で色彩と構成の妙に富む様々な表現を生み出し続け

ている。彼女は一つの仕事に数か月から数年集中して取り組んだあと、不意にやめて別の仕事に移るのが常。

2019年以降彼女が 打ち込んでいるのは、丸く切り抜いた紙をいくつもの色で同心円状に彩色し、塗り終わった
紙を壁に並べて貼っていくこと。



「ワープロ」

八重樫道代氏（Michiyo Yaegashi）氏／るんびにい美術館（岩手県）

ブラシマーカーを用い、躍動に満ちた膨大な形と色彩がひしめく緻密な画面を生み出す。 小さな頃から塗り絵が
好きだっ たが、初めて「自分の絵」を描き始めたのは19歳の時。 以来、堰を切ったように鮮烈な色彩と精緻な
構成からなる作品を 次々に生み出していった。「ワープロ」「おりがみ」というタイトルは、アーティスト自身がつけ
たものである。

「（無題）（青）」

工藤みどり（Midori Kudo）氏／るんびにい美術館（岩手県）

ある時はふわふわと、夢見るように周囲の誰かに笑顔で話しかけていたり。またある時は、一人自分の内側の

世界に深く意識を沈めていたり。工藤のまなざしは、彼女の心だけに映る何かを追いかけてたゆたう。工藤の制

作は、瞑想から生み出されるような果てしなさがある。自分が今なにかを作り出しているという意識はあるのだ

ろうかーー。彼女が描く時、縫う時、あるいはよくわからない「なにか」をしている時。ふとそんな疑問を感じさせ

る、不思議な空気が彼女の制作には漂っている。



「お母さんありがとう」

鈴木 広大（Hiroo Suzuki）氏／のぞみの家（東京都）

始まりは、両手に絵の具をたくさん付けること。そしてキャンパスに向かって大きく指を広げて叩くように描いてい

く。音楽が大好きでリズム良く音楽が聞こえてくると、全身でのりながら描いている様子はまるでドラマーの様。

出来上がった絵からは沢山の音が聞こえてきそうだ。

「無題」

中尾 涼（Ryo Nakao）氏／やまなみ工房（滋賀県）

1998年生まれ　滋賀県在住　2017年から『やまなみ工房』に在籍 元々は紙を切って大好きな扇風機のプロペ
ラ作っては眺めることが好きだった彼だが、職員の書く字を真似たり、窓に指で文字をなぞられたりする様子か

ら、英字新聞をお渡しすると画用紙に模写されたことが絵画に取り組まれるきっかけとなった。英字の他数字の

作品も多く、描かれるときは、一切の迷いや躊躇は無く、あっという間に描き終えられ、勢いや力強さが英字や

数字の書体にも表れている。文字は色を変えて筆やペン、時には指を用いて何度も上からなぞられることが多

く、より作品に深みをもたらしている。最近は文字だけでなく、人物や自分の好きなものを絵にされる作品も生ま

れ、クールな作風と合わせて彼独特の感性が作品にも反映されている。


